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  各分野での平等感 

図 性別 各分野での平等感 

・最も男性が優遇されていると感じられているのは「賃金や昇進」です。 

・「学校教育」では「平等である」が約７割です。 

・男女の意識の差が大きいのは「家庭生活」「法律や制度」「政治・経済活動への参加」です。

15.1%

22.3%

24.7%

38.1%

7.4%

17.3%

4.5%

10.2%

19.6%

26.3%

5.2%

11.9%

12.6%

23.5%

8.5%

10.9%

53.2%

50.7%

54.2%

44.0%

32.0%

42.1%

22.9%

29.8%

48.5%

48.9%

21.4%

34.6%

40.6%

47.0%

70.7%

66.7%

17.7%

36.9%

19.9%

46.6%

32.6%

17.5%

52.6%

32.1%

37.1%

10.5%

7.0%

9.1%

0.8%

1.0%

3.9%

2.7% 11.7%

16.8%

3.5%

2.5%

4.0%

3.8%

2.3%

1.6%

16.2%

11.0%

12.6%

5.6%

9.5%

0.3%

0.5%

1.4%

5.0%

2.4%

3.5%

1.5%

1.0%

5.1%

4.1%

2.7%

7.0%

2.7%

0.0%

0.1%

0.2%

0.4%

0.3%

0.2%

2.7%

1.5%

1.4%

0.4%

2.1%

0.7%

9.3%

5.6%

9.5%

14.5%

5.8%

10.9%

4.1%

8.6%

6.0%

7.7%

5.2%

8.2%

8.5%

14.2%

3.4%

3.1%

3.7%

3.4%

3.3%

3.4%

3.3%

3.4%

3.7%

4.0%

3.1%

2.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

（１）　学校教育  　　　　　　　　　

（２）　雇用の機会（募集・採用） 

（３）　賃金や昇進 　　　　　　　　

（４）　家庭生活  　　　　　　　　　

（５）　地域活動　　　  　　　　　　

（６）　社会の慣習やしきたり  　

（７）　法律や制度上 　　　　　　

（８）　政治・経済活動への参加

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が優遇されている わからない
無回答

上段：男性  N=515
下段：女性  N=745
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  「男は仕事，女は家事・育児」という考え方について

図 性別 「男は仕事，女は家事・育児」という考え方について 

図 性別 「男は仕事，女は家事・育児」という考え方について【前回調査】 

・「男は仕事，女は家事・育児」という考え方については，賛成（「賛成」と「どちら

かといえば賛成」の合計）が反対（「反対」と「どちらかといえば反対」の合計）を

わずかに上回っています。 

・賛成が男女共に前回（平成１７年度調査）より減少しています。 

11.4%

13.4%

10.2%

37.5%

43.1%

34.0%

32.4%

28.0%

35.4%

14.6%

12.2%

16.2%

4.1%

3.3%

4.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

合計(N=1,273)

男性(N=515)  

女性(N=745)  

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答

8.5%

13.5%

4.3%

42.7%

46.2%

40.3%

31.5%

24.8%

36.7%

15.4%

13.9%

16.5%

1.9%

1.6%

2.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

合計(N=1,023)

男性(N=431)　

女性(N=575)　

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答
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【今回調査】               【前回調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  家 族 の 協 力 が 必 要 な こ と 

図 性別 家族の協力が必要なこと（３つまで選択） 

・「高齢者・障害者の実際の介護」が前回より大きく増加しています。 

・男女の差は減少傾向にあります。 

25.2%

18.2%

15.2%

20.4%

9.2%

5.9%

6.3%

6.3%

9.3%

28.3%

12.7%

6.3%

24.1%

14.2%

11.1%

11.6%

13.7%

2.1%

3.7%

3.2%

9.7%

23.2%

6.0%

25.7%

21.0%

18.6%

27.0%

5.9%

8.9%

8.3%

8.7%

9.0%

27.3%

5.2%

6.1%

29.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

合計(N=1,023)

男性(N=431)

女性(N=575)

21.6%

13.2%

14.1%

19.0%

7.9%

5.7%

9.4%

10.0%

7.7%

18.3%

33.0%

11.2%

5.7%

22.1%

12.6%

11.5%

14.4%

12.8%

3.7%

7.8%

8.0%

3.9%

18.8%

16.9%

5.4%

21.3%

13.8%

16.0%

22.3%

4.4%

7.1%

10.6%

11.5%

10.5%

17.7%

31.7%

7.2%

5.5%

35.1%

0.0%10.0%20.0%30.0%40.0%

食事の仕度

食事のあとかたづけ

食料品や日用品の買物

そうじ

洗濯

ごみ出し

育児

子どもの日常的なしつけ

子どもとの遊び

高齢者・障害者の実際の介護

特に必要ない

やっていないのでわからない

無回答

合計(N=1,273)

男性(N=515)  

女性(N=745)  

（前回調査には，「子どもとの遊び」の項目はなし） 
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  男性の家事等への参加に必要なこと 

図 性別 男性の家事等への参加に必要なこと（３つまで選択） 

「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくす」が

最も多く，次いで「社会の中で，男性が家事などに参加することに対する評

価を高める」となっています。 

41.2%

40.5%

36.0%

33.0%

22.2%

17.0%

15.2%

11.4%

9.3%

3.9%

3.3%

38.4%

38.3%

39.2%

28.2%

19.6%

15.9%

16.9%

10.5%

10.1%

5.0%

3.3%

43.0%

42.4%

34.0%

36.8%

24.2%

17.6%

14.2%

12.2%

8.7%

3.1%

2.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

男性が家事などに参加することに対する男性自身の
抵抗感をなくす                                

社会の中で，男性が家事などに参加することに    
対する評価を高める                            

男性の仕事中心の生き方，考え方を改める        

年配者やまわりの人が，夫婦の役割分担についての
当事者の考え方を尊重する                      

男性が子育て，介護，地域活動を行うための      
仲間づくりを進める                            

男性が家事などに関心を高めるよう啓発や        
情報提供を行う                                

講習会や研修等を行い，男性の家事，育児，介護の
技能を高める                                  

男性が家事などに参加することに対する女性の    
抵抗感をなくす                                

わからない                                    

その他                                        

無回答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

合計(N=1,273)

男性(N=515)

女性(N=745)
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  職 場 で の 待 遇 の 男 女 差 

図 性別 職場での待遇の男女差 

「男女間に不当な差はない」が最も多く，次いで「男性は育児休業・介護休業が

取りづらい」が多くなっています。 

48.6%

29.1%

17.5%

13.8%

13.7%

13.7%

12.6%

9.7%

4.7%

3.5%

4.7%

8.6%

50.3%

36.5%

20.7%

18.1%

13.5%

11.8%

9.2%

14.9%

3.2%

4.0%

4.6%

7.2%

47.1%

22.3%

14.6%

9.8%

13.8%

15.4%

15.7%

4.8%

6.1%

2.9%

4.8%

9.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

男女間に不当な差はない                  

男性は育児休業・介護休業が取りづらい    

募集・採用時の差別がある                

女性は結婚・出産を機に退職するという    
雰囲気がある                            

女性は責任のある仕事をまかされないなど，
配置上の差別がある                      

同じ仕事でも男女で賃金が異なる          

同等の実力・実績があっても男女で昇進・  
昇格時期が異なる                        

残業は男性がするという雰囲気がある      

女性の雇用が安定していない              

男性と女性が同じ教育・訓練を受けられない

その他                                  

無回答　　　　　　　　　　　　　　　　　

合計(N=724)

男性(N=348)

女性(N=376)
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  セクシュアル・ハラスメント 

図 性別 セクシュアル・ハラスメントを受けた際の対応 

・セクシュアル・ハラスメントについて，経験・見聞きをしているのは約４

割です。 

・セクシュアル・ハラスメントを受けた際の対応は，「泣き寝入り」が最も多

くなっています。 

図 性別 セクシュアル・ハラスメントの経験・見聞き 

14.1%

26.4%

26.4%

26.3%

6.2%

2.6%

9.6%

39.5%

45.1%

34.3%

16.9%

21.0%

13.0%

2.9%

2.7%

2.0%

8.3% 2.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

合計(N=724)

男性(N=348)

女性(N=376)

受けたことがある 見聞きしたことがある

受けたことも見聞きしたこともある 受けたことも見聞きしたこともない

わからない 無回答

38.5%

15.2%

3.7%

15.9%

1.4%

0.7%

15.2%

20.6%

25.9%

8.3%

2.8%

22.2%

2.8%

0.9%

15.7%

29.6%

45.7%

19.1%

4.3%

12.2%

0.5%

0.5%

14.9%

15.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

泣き寝入りした            

抗議したが改善されなかった

抗議して逆に不利益を受けた

抗議して事態が改善した    

京都労働局などに相談した  

法的手段に訴えた          

その他                    

無回答 　　　　　　　　　 

合計(N=296)

男性(N=108)

女性(N=188)
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  仕事につく上で困っていること・気になること 

図 性別 仕事につく上で困っていること・気になること 

「勤務時間や雇用形態が自分の希望と合うかどうか」が最も多く，次いで

「自分の能力や体力，健康状態」となっています。 

33.1%

58.9%

49.7%

49.1%

54.0%

4.3%

8.6%

6.7%

8.0%

11.7%

8.6%

7.4%

4.3%

1.8%

37.7%

49.1%

47.2%

45.3%

58.5%

5.7%

7.5%

3.8%

5.7%

1.9%

1.9%

9.4%

5.7%

1.9%

30.6%

50.9%

50.9%

52.8%

2.8%

9.3%

8.3%

7.4%

15.7%

12.0%

5.6%

3.7%

1.9%

63.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

給料・賃金が自分の希望と合うかどうか 

勤務時間や雇用形態が自分の希望と    
合うかどうか                         

自分の資格，能力，適性にあった仕事の
募集・採用があるかどうか             

求人募集での年齢や資格の制限に      
合うかどうか                        

自分の能力や体力，健康状態          

仕事を始めるための資金が不足        
していること                        

就職に関する情報が得にくいこと      

募集や採用において雇用の機会が      
男女均等でないこと                  

介護や看護の必要な家族がいること    

仕事をするに当たって家族の理解や    
協力が得られるかどうか              

保育所や学童保育を利用できるかどうか

その他                              

特に気がかりなことはない            

無回答　　　　　　　　　　　　　　　

合計(N=163)

男性(N=53)

女性(N=108)



 - 8 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 性別 仕事につく上で困っていること・気になること【前回調査】 

「給料・賃金が自分の希望と合うかどうか」「勤務時間や雇用形態が自分の

希望と合うかどうか」「自分の資格，能力，適性にあった仕事の募集・採用

があるかどうか」「自分の能力や体力，健康状態」は前回よりも大きく増加

しています。 

8.4%

35.0%

21.7%

53.1%

27.3%

1.4%

14.0%

0.0%

13.3%

7.0%

17.5%

4.9%

10.5%

8.4%

14.6%

31.7%

26.8%

39.0%

39.0%

4.9%

19.5%

0.0%

12.2%

2.4%

0.0%

4.9%

17.1%

7.3%

5.9%

36.6%

19.8%

58.4%

22.8%

0.0%

11.9%

0.0%

13.9%

8.9%

24.8%

5.0%

7.9%

8.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

給料・賃金が自分の希望に合わないこと 　　　　 

勤務時間や雇用形態が自分の希望に合わないこと　

自分の資格，能力，適性などにあった仕事の募集が
少ないこと                                    

求人募集で年齢や資格などの制限があること      

自分の能力や健康に不安があること              

仕事を始めるための資金が不足していること      

就職に関する情報が得にくいこと                

賃金や待遇面で男女平等に扱ってくれる仕事が少な
いこと                                        

介護や看護の必要な家族がいること              

仕事をするにあたって家族の理解や協力が得られな
いこと                                        

子どもの面倒をみてくれる場（保育所など）や人が
ないこと                                      

その他                                        

特に困っていることはない                      

無回答                                        

合計(N=143)

男性(N=41)

女性(N=101)
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  京都市の取り組むべき施策 

図 性別 京都市の取り組むべき施策（３つまで選択） 

「『子育てや介護を社会的に支援』する施設・サービスを充実する」が最も

多く，次いで「『男性の育休取得』，『短時間正社員制度』，『ワーク・ライフ・

バランス』などに積極的な企業を顕彰する」となっています。 

42.7%

28.9%

25.4%

24.6%

20.3%

13.1%

12.7%

9.9%

7.9%

6.8%

1.2%

7.9%

10.9%

5.5%

34.2%

29.7%

28.9%

22.7%

19.0%

14.2%

10.1%

7.4%

8.9%

8.9%

1.6%

11.5%

10.7%

4.9%

49.1%

28.9%

23.2%

26.3%

21.5%

12.6%

14.8%

11.7%

7.4%

5.4%

0.9%

5.5%

11.3%

4.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

「子育てや介護を社会的に支援」する施設・サービスを
充実する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「男性の育休取得」，「短時間正社員制度」，「ワー　
ク・ライフ・バランス」などに積極的な企業を顕彰する

学校や生涯学習施設で「男女共同参画の理解を深める教
育・学習」を充実する　　　　　　　　　　　　　　　

企業や事業主に「雇用の機会や条件の男女格差を解消」
するよう働きかける　　　　　　　　　　　　　　　　

女性に対する差別や暴力など「女性の人権侵害への対　
策」を進める　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

政策・方針の決定にかかわる場への「女性の積極的な登
用」をうながす　　　　　　　　　　　　　　　　　　

生涯を通じた「女性の健康対策」を進める　　　　　　

「女性の意識や能力を高める学習・研修」の機会を　　
増やす　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

家庭や地域など日常生活に男性の参画が進むよう「男性
に対して啓発」する　　　　　　　　　　　　　　　　

ＮＰＯや市民グループなど「市民との連携」を強める　

その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特にない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

わからない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

合計(N=1,273)

男性(N=515)

女性(N=745)
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 京都市では，男女共同参画に関する市民の皆様の日常生活の状況等を

的確に把握し，新たな計画に反映することを目的として，「京都市男女共

同参画に関するアンケート」を行いました。この結果報告書（概要版）

では，アンケート結果の中で，主だったものを取り上げております。 

 結果報告書（本冊）の内容についても，ホームページに掲載しており

ますので併せて御覧ください。 

（http://www.city.kyoto.lg.jp/bunshi/soshiki/6-1-2-0-0_1.html） 

 

①調査目的 きょうと男女共同参画推進プラン（平成１４～２２年度 

１９年度からは改定版）」を見直し，平成２３年度からの新

たなプランを策定するに当たり，市民生活や社会経済の変

化や影響を検証するとともに，男女共同参画に関する市民

の意識や日常生活の状況等を把握し，京都市が取り組むべ

き課題と今後の施策の方向性を明らかにすることを目的と

して実施 

②調査対象 市内在住の満２０歳以上の男女３,０００人 

③調査期間 平成２１年５月２９日～平成２１年６月１５日 

④調査方法 郵送法 

⑤回答結果 有効回答数（有効回答率） １，２７３人（４２．４％） 

調査の概要
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京都市において，男女が互いにそれぞれの人権を尊重しつつ，協力し合い，その個性と能

力を十分に発揮できる男女共同参画社会づくりを進めるための指針として，平成１５年１２

月に京都市男女共同参画推進条例を制定しました。基本となる考え方として，以下の６つの

基本理念を定めています。 

①個人の尊重              ④性の理解・尊重 

②安心して継続できる職業生活      ⑤政策等の立案や決定への共同参画 

③家庭生活における活動と他の活動の両立 ⑥国際的協調 

 

 

 

 

 

 「京都市男女共同参画センター」（愛称「ウィングス京都」）は，男女共同参画に関する活

動を支援することを目的として設置しています。市民の皆様の多様なニーズに対応した各種

相談事業や講座，会議室の貸出しなどを行っております。 
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  京都市男女共同参画推進条例について 

  京都市男女共同参画センターについて 


